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	NEDOにおける研究評価について
	1. NEDOにおける研究評価の位置付けについて
	(1)業務の高度化等の自己改革を促進する。
	(1)評価の透明性を確保するため、評価結果のみならず評価方法及び評価結果の反映状況を可能な限り被評価者及び社会に公表する。
	(2)評価の明示性を確保するため､可能な限り被評価者と評価者の討議を奨励する。
	(3)評価の実効性を確保するため、資源配分及び自己改革に反映しやすい評価方法を採用する。
	(4)評価の中立性を確保するため、外部評価又は第三者評価のいずれかによって行う。
	(5)評価の効率性に留意するため、研究開発等の必要な書類の整備及び不必要な評価作業の重複の排除等に務める。

	・事後評価：プロジェクト終了直後（概ね終了年の翌年）に実施。
	(1)分科会委員：分科会は、対象技術の専門家、その他の有識者から選任する。
	(2)開催頻度：中間評価は原則１回とする（必要に応じ２回以上も可）。
	(1)分科会における審議、配付資料、議事録等は、原則として公開する。
	(2)傍聴については、委員会の運営に支障をきたさない範囲において、原則として認める。
	(3)知的財産権の保護の上で支障が生じると認められる場合、又は自主的企業活動に影響を及ぼすおそれのある場合等については、分科会長の判断により、分科会を非公開とすることができる。この場合、公開される議事録、議事要旨には分科会が非公開となった事由に相当する部分は含まないものとする。
	(4)非公開で配布された資料等は、評価作業終了後（評価書案が確定した後）原則、回収する。

	7.中間評価手順

